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ゼバスティアン・プラント 『阿呆船』序詩に関する語学的考察

大 島 浩 英

要 旨

ドイッ語史の中で中世高地 ドイッ語か ら新高地 ドイツ語への移行段階として存在 した

初期新高地 ドイツ語(お よそ1350年 ～1650年 頃)の 言語状況 を調べ るため、1494年 に

バーゼルで出版 されたSebastianBrantに よる風刺詩集DasNarrenschiff「 阿呆船」 を資

料 として取 り上げ、その詩の中に現れた言語表現を分析 しなが ら語学的考察を行った。

この詩集は当時の乱れた社会道徳をローマ ・カ トリックの立場か ら批判 し戒めた説教集

のようなもので、後には低地 ドイツ語、ラテン語、フランス語、オランダ語、英語など

にも翻訳されヨーロッパ各地に影響 を及ぼした書物である。

言語面では、現代語のjetztなどに付加 されている語末の添音tが まだ付加されていな

い語 とすでに付加された語の並存、無声音化を示す語尾tの 付加、syn、drynな ど二重

母音化以前の語形、またsichtとsiechtの ように長母音化する前後の母音の並存、接続詞

の多義性、あるいは枠構造や語順 といった統語規則よりも韻律を優先 していると思われ

る配語法などが見られ、当時のテキス トの特徴や現代語 との接点などに関する一側面が

明らかとなった。

キーワー ド 初期 新高 ドイ ツ語、 ゼバ ス ティア ン ・プラ ン ト、阿呆船 、風刺文 学、 ドイ

ツ語 学

は じめに

本稿では、1494年 スイスのバーゼルで発行 されたSebastianBrantに よる風刺詩集Das

Narrenschiff「 阿呆船」の序詩を言語資料 として用い、15世 紀末の初期新高 ドイツ語の

言語状況を調べなが ら、現代 ドイツ語 との関連 をこの資料において考察した。中世末期

において揺 らぎは じめたカ トリック教会の権威 と道徳的規範。それによって一般社会に

一33一



大手前大学論集 第12号(2011)

生 じた公序良俗の乱れに対 しBrantは 、この詩集の中で様々な面か らの批判 と風刺 を加

えている。本稿で扱 う冒頭の詩では、社会のあちこちで見受けられる愚かな行為をする

者(Narr)た ちを満載 して阿呆の国へ向か う(genNarragonien)船 を造る、といった

この詩集全体の枠組が述べ られている。

この詩は二行一組で脚韻 を踏む形式(Paarreim)で 書かれているが、以下の和訳では

韻律に関係 なくできるだけ逐語訳を行い、また原文には5行 ごとに行数を付 した。なお

この序詩は全体で136行 と長いため、本稿では1行 目から44行 目までについて考察 を

行った。

使 用 テ キ ス ト

原 文:

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Studienausgabe.Hg.vonJoachimKnape.Stuttgart

2005.(ReclamsUniversal-BibliothekNr.18333)S.107ff.

現 代 語 訳:

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Ubtrg.vonH.A.Junghans.Stuttgart1964.

BibliographischerganzteAusgabe1992.(Universal-BibliothekNr.899)S.7f.

上 記 お よ び 次 の 各 テ キ ス トに 付 さ れ た 注 釈 を 適 宜 参 考 に し た 。

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Hg.vonFelixBobertag.Berlinu.Stuttgart1889.

(DeutscheNational-Litteratur.hg.vonJosephKiirschner,Bd.16)S.6f.

Zarncke,Friedrich:SebastianBrantsNarrenschiff.Leipzig1854.(Hildesheim1961)

S.296ff.

略 語:mhd.中(世)高(地)ド イ ツ 語 、frnhd.初 期 新 高(地)ド イ ツ 語 、nhd.新 高

(地)ド イ ツ 語

原 文

Alllandsyndtyetzvollheylgergeschrifft

Vndwasderselenheylantrifft/

すべての国は今や聖なる書物であふれてる

そ して魂の救いに関しては

1

現 代 語 訳

AlleLandesindjetztvollheiligerSchrift

UndwasderSeelenHeilbetrifft:

冒頭のal1では格変化語尾eが 、landで は複数形の語尾eが それぞれ脱落しており、こ

こでは上部 ドイッ語地域の特徴である語末音消失が見られる。またこの1and「 国」は当
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時衰 退 しつつ あ る神聖 ローマ帝 国を構 成 していた 「領邦」 の こ とを指 して いる とも考 え

られる。yに つ いてはsyndt(>nhd.sind)、yetz(>nhd.jetzt)、heylger(>nhd.heiliger)

とい うようにそれぞれi、jと 同 じ音価 で用い られてい る。yetzはmhd.iezuoに 由 来す る

が 、mhd.iezuo、frnhd.yetzに は な い語 尾 のtがnhd.jetztで は 付 加 さ れて い る。

geschrifftで は 接頭 辞ge一がschrifft(>nhd.Schrift)に 付 加 されてお り、 ここで はschrifft

「文 字、書物 、聖書」 に対 してge一が 「集合」 の意味合 いを添 えている もの と考 え られ る。

2行 目のfrnhd.md>nhd.undのv、uつ いては この時期 で はまだ同 じ音価 で用 い られ

てお り、そ れぞれ子音 、母音 として の機 能分化 は まだ見 られ ない。 また、名詞heylに 前

置 され た複 数2格 のselenに はmhd.stileや 、 あ るい は現代 語の よ うな長音 を表 わすeの

二重 書 きが まだな され てい ない。 また不 定関係代 名詞wasに 導 かれ る副文 内で、 分離 の

前綴 りを もつ動 詞antrifftが 現 代語 で は非 分離 前綴 りbe一に置換 され て訳 されてお り、基

礎動 詞treffenに 対 す る前綴 りの意味 的作 用 に変化 が生 じてい る。 この2行 で はgeschrifft

とantrifftで脚 韻 を踏んで いる。

e

Bibel/derheylgenvatterler

む
VndanderderglichBuchermer/

聖 書 、聖者 の戒 め

また他 の似 た ような書物 の数 々

VollBibeln,heiligerVaterLehr

UndandrerahnlicherBuchermehr,

ここで は文の 区切 りにヴ ィルゲル(Virgel)が 用 い られてい る。 ヴィルゲ ルの代 わ り

に コンマが使 われ出す のは16世 紀後 半か らと言 われて お り、 この テキス トでは まだ コ ン

マ の使 用 は見 られ ない。複 数2格 のderheylgenvatter「 聖 者た ちの」 は、修飾 す る名詞

1er「 戒 め」 の前 に置 かれたザ クセ ン2格 で、ler(>nhd.Lehre)に は 長音 を表 わすhが

まだ表記 されてい ない。

4行 目のanderderglichBucherはmerに か かる複数2格 で、merが 「よ り多 くの もの」
ユ　

とい う名詞 として機 能 してい る と考 え られ る。 また、glich(<mhd.gelich)に つ いて は

語 中のiが 現代 語 ではeiと 二重母 音化 してgleichへ と変化す るが 、 さ らにこ こで は複数

2格 の格変 化語尾 が付加 されてお らず、 この ことはanderの 語 尾 につい て も言 える。 こ

こで2語 に分 かち書 きされたderglichは 、 「その よ うな(も の)」 を意 味す る現代 語の指

示代 名詞dergleichenが 付 加語 的 に用 い られた もの に対 応す る と考 え られ る。 ここで は

1erとmerで 脚 韻 を踏 む。
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2)

Jnma13/dasichserWunderhab

Dasnyemantbessertsichdarab

私 が 痛切 な疑念 を抱 くほ どに

それ に よって誰 も善良 にな らないの で

5 Soviel,da13esmichwundertschon,

Weilniemandbessertsichdawn.

Jnma13で はjがiと 同 じ音価 で用い られてお り、 またma13は この場合、 「(das以 下 の内

容)ほ どに」 とい う 「程 度」 の意 味で用 い られてい る。serは 強 調の 意味の他 にこ こで

はwunderに か か る形 容詞 とも考 え られ 「苦 しい」、「悲 しい」 といったnegativな 意 味 を

持 ってい るのに対 し、現代 語のsehrは 「非常 に」 とい うpositiv、negativ両 方 の意 味 を強

調す る副 詞 と して用 い られてお り、 こ こに意味 的、用 法 的な差 異が見 られ る。

6行 目の従属接続 詞dasは この場合 「～ ので」 とい う理 由を表 わす接 続詞 と して用い

られてお り、副文 の内容 を形式 的に導 くだけの現代 語 のdassと は異 な り、darumdass、

weilと い う具 体 的 な意 味 が付加 されて い る。 次 に不定代 名 詞nyemantに つ いて はmhd.

niemanに 対 応す る もの であ るが、前 述 のfrnhd.yetz>nhd.jetztと 同 様14世 紀 以 降に広

まった とされ るtの 添音(t-Epithese)に よ り語末 にtが 付 加 され、 これが現代 語 のnie-

mandへ と受 け継 がれ てい く。 またdarabで は現代 語でdavonと な る ように、前置詞abは
ヨラ

vonへ と移行傾 向にあ る。 こ こで はhabとabで 脚 韻 を踏 んで いる。

Jawiirtallgschrifftvndlerveracht

Diegantzweltlebtinvinstrernacht

そ う 、 す べ て の 書 物 や 戒 め は 軽 ん じ ら れ

世 界 中 は 暗 夜 の 中 に 息 づ い て い る

Ja,SchriftandLehresindveracht't,

EslebtdieWeltinfinstrerNacht

wUrtは 現 代 語のwirdに 対 応 す る もので、 ここではallgschrifftvndlerと い う複数 の主語

を単 数 と見 な し3人 称 単数現 在の 人称変化 で対応 して いる。 またgschrifftで は集合 名詞

を表 わすge一が語 中音 消失 した形 で付 加 されて いる。 そ して文全体 はwerdenを 用 いた動

作受動 で表現 されてい るが、 これが現代 語訳で はseinに よ る状 態受動 で表現 され ている。

8行 目は文全体 の音韻 関係か らか、vinstrerで は 形容詞 の格変化 語尾一erが付 加 されて

い るが、逆 にgantzで は 語尾一eが脱 落 してい る。 ここで は過 去分 詞の変 化語尾一etが欠落

したverachtとnachtで 押 韻 して いる。
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0

UnddutinsundenblintverharrenUndtutinSundenblindverharren;

Allstrassen/gassen/sindtvollnarrenlOAIIeGassenandStral3ensindvollNarren,

そ し て(世 界 は)罪 に ま み れ て も盲 目 の ま ま で あ る

す べ て の 通 り も路 地 裏 も 阿 呆 で 満 ち あ ふ れ て い る

現代 語のtutに 対 応す るdutは こ こでは本動詞verharrenを 強 調 す る助動 詞 と して機能 し

て枠 構造 を形成 して お り、 こ うい ったtunの 用 法 は現代 語の 口語 に も見 られ る もので あ

る。

10行 目のsindtや1行 目のsyndtに 関 して は、 語尾 にtを 加 える ことでdが 無声化 した
の

こ とを示 してお り、 この現 象 は15世 紀 後半 か ら広 まった と言われ てい る。 また ここで は

a11の語 末音eが 脱 落 して韻律が保 た れてい るが 、現代 語訳 ではStral3enとGassenの 配 置

を逆 に して音韻 を調節 してい る。 こ こで はverharrenとnarrenで 脚 韻 を踏 む。

らラ
DienutdannmitdorheitvmbganDietreibenTorheitanjedemOrt

WellendochnitdennamenhanUndwollenesdochnichthabenWort.

彼 ら(阿 呆 た ち)は 馬 鹿 げ た こ と ば か りす る

な の に 阿 呆 呼 ば わ り は さ れ た く な い

dorheitは 現 代 語で はTorheitと な るが、語 頭のdとtは 初期新 高 ドイ ツ語 で は地域 に

よ り競合 して用 い られてい る。 さてア レマ ン方言 のnutはnichtsに 、dannは 現 代語 のals

に そ れぞれ対応 し、従 ってnutdannはnichtsals～ 「～以外 の何 もので もない」 を意味す

るが、Knapeは これ にanderemを 添 えて 。DiemitnichtsanderemalsTorheitumgehen"
の

「馬鹿 げた こ と以外 の何 もの を も扱 わ ない」 とい う説 明 を加 えて いる。 また、11行 目の

nutはnichtsに 、12行 目のnitはnichtに 現 代 語 ではそれ ぞれ対応 してお り、 ここでは形態

上 の使 い分 けがな され ている。

現代 語 の話 法 の助 動詞wollenに 対 応 す る もの と して初 期新 高 ドイ ツ語 に はwollen、

wollen、wellenな ど様 々 な形態 が並存 していたが 、12行 目のwellenで は古 い幹母 音のe

が 現 れ てい る。Narren「 阿 呆」 との音 韻 的類 似 を想起 させ るNamen「 呼 び名」 につ い

てBobertagは 　nichtdenRufhaben(alsNarren)"「(阿 呆 としての)評 判 を望 まない」

と説 明 して いる。 ここでは㎜bganとhanで 脚 韻 を踏 む。
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皿

む
Deshabichgdachtzudiserfriist

Wieichdernarrenschiffvffrust

そ れ ゆ え 私 は こ の 際 考 え た

阿 呆 の 船 を 造 る こ と を

DrumhabichgedachtzudieserFrist,

WieichderNarrenSchiff'ausriist:

文 頭 のdesは こ こで は理 由 を表 わす 副詞 と して用 い られ て お り、Bobertagは こ れ に

deshalb、darumと い う注 釈 を付 けてい る。 この行 でのgdachtに も完 了 を表 わす前綴 り

ge一の語中音消 失 が見 られ、 また現代語 のFristに 対 応 す るfriistに はFrnhd.時 代 の上 部 ド
　　

イッを中心 に起 こった といわれ る母音 の円唇化が 見 られ る。

14行 目のdernarrenは 複 数2格 でschiffに か か り、vffrustは 現 代語 のaufriistenに 対 応 し

て 「建造 す る」 とい う古 い意 味で用 い られてい る と考 え られる。現代語訳 で はvffrustを

別 の前綴 り動 詞ausrUstenと と らえ、 「船 に阿呆 を乗 り組 ませ る」 とい った意味 で解 釈 し

て いる。 ここではfriistとT'LIStで脚 韻 を踏む。

Galleen/fast/kragk/nawen/parck15Galeeren,Fiist,Krack,Naue,Bark,

Kiel/weydling/hornach/rennschiffstarckKiel,Weidling,Hornach,Rennschiffstark,

ガ レ ー 船(大 型 軍 船)、 貨 物 船 、 商 船 、 渡 し船 、 帆 船

大 船 、 漁 船 、 凌 洪 船 、 丈 夫 な 高 速 帆 船

Galleen(>nhd.Galeeren)で は1の 重ね書 きとrの 脱落、fiist(>nhd.Fuste)で は 語

末音eの 消 失、nawenで は母音uの 代用 と して二重母音 で よ く用 い られ たwが それぞれ

見 られ、 またparckに お いて は語 末で の無声化 を示 すpが 語頭 で現 れて い る。Hornach

はZarnckeに よれ ばhornnachが 融 合 した もの として、船首 が前方 に角 の ように高 く突 き
　ラ

出 た船 と説 明 してい る。rennschiffstarckで は形 容詞starckを 後 置 して前行 のparckと 脚

韻 を合 わせて いる。

　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

そ り、荷車、手押 し車、乗合馬車

一隻では皆 をとても運びきれない

AuchSchlitten,Karre,Schiebkarr,Wagen:

DenneinSchiffkonntnichtalletragen,

Zarnckeはstol3barenに つ いて、「馬が引 く古代 の戦車(Streitwagen)」 とい う解釈 もあ
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る ことを紹介 して いるが、低 地 ドイ ツ語 訳のschufborenの よ うにSchieb(e)karren「 手
10)

押 し車」の意 味 をここでは採 用 してい る。18行 目のeinschiffで は 「一隻」 とい う意味 を

強調 す るため アクセ ン トが文頭 のeinに 置 か れてい る。 現代語 のm6chteに 対 応す る話法

の助 動詞mδchtは こ のテ キス トで はmhd.mugenと 同 様 に 「可能」 の意味 で用 い られ、

「推量」 を表 わす現代 語 のm6genで は、 ア レマ ン方言 にの み この 「可 能」 の意味 が まだ

残 って いる。 またgetragenに 対 してBobertagはertragen「 耐 える」 とい う説明 を加 えて

いるが、 動詞 前綴 りge一は この場 合 、tragenの 動 作 概念 の強 調 あるい は完了 を意 味 して

　ラ

いる と考 え られ、意 味 的な変形作 用 は ない ように思 われ る。rollwagen、getragenで 脚

韻 を踏んで いる。

Dieyetzsindtjndernarrenzal

Einteilkeinfurhantuberal20

今 や それ ほ ど多 数の阿呆 たち

ある者た ちはあち こちで身動 きが取 れず

Sogro13istjetztderNarrenZahl;

EinTeilsuchtFuhrwerkiiberall,

19行 目のyetzで も1行 目 と同様 に まだt-Epitheseは 起 こってい ない。文頭 のdieは 前 文

のalleを 受 け、dernarrenはza1に か か る複 数2格 で、現 代語 で は 。diejetztsindinder

ZahlderNarren"「 そ のすべ ての人 々が今 や 阿呆 の数の うちに入 ってい る」 といった表

現 がな され てい る。

20行 目で はeintei1と い う単数の主 語 に対 してhanの3人 称複 数現在 形hantが 対 応 して

いるため、einteilは こ の場 合、意 味的 に複数 主語 と して とらえ られてい るが、 これが現

代 語 訳 で は文 法 的 に単 数 扱 い と な っ て い る。 ま たfurに つ い て 、Knapeは こ れ を

Fuhrwerkと し て 「乗 り物」 とい う具 体 的 な対 象 を想定 して い るが 、Zarnckeで は

Fahrzeugで は な くdieFahrt「 走 行、進 行」、Bobertagで もBeforderung「 輸 送(移 動)」

とい う動作 その もの を表 わす語 との説 明 を加 えてお り、解釈 が分か れてい る。 ここで は

zalとUberalで 脚 韻 を踏 む。

む
DiestiebenzuherwiedieymmenDerstiebtherbeigleichwiedieImmen,む
VilvnderstontzudemschiffschwymmenVersuchtes,zudemSchiffzuschwimmen:

彼 ら は 蜜 蜂 の よ う に 群 が り

多 く は 船 へ と が む し ゃ ら に 泳 ぎ 着 こ う と す る

Diestiebenで はstiebenが3人 称複数 の主語 に対応 してstiebenと な っ てお り、前 行 の

hantの よ うにMhd.に は 見 られた語尾 のtが ここでは付加 され てい ない形で現 れて いる。
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ま た、 「散 らば る」 を意味す るstiebenと 共 に用 い られ た ゜zuherに対 してBobertagはeinher、

herbei「 こ ち らへ」 とい う訳語 を対応 させ、話者 か ら離 れ るのでは な く接 近す る方向 を

示 してお り、Knapeの 原 文 で も 。fliegenheranwieBienen"「 蜜 蜂 の よ うに こち らへ飛

んで来 る」 とい う注 釈 を施 してい る。

22行 目のvnderstontで は 前行 のstiebenと は逆 に、3人 称 複数 の主語 に対応 して古 い変

化語尾tが 添 え られた形 で現 れて お り、 この よ うに人 称変化 語尾 に揺 れが見 られ る。 こ

の語 につ いて はmhd.understan「 企 てる(unternehmen)」 、Grimmで はsichbestreben

「努 力 す る」、versuchen「 試 み る」、G6tzeのGlossarで はwagen「 敢 行 す る」、 また現 代

語のsichunterstehen「 あ えて～ す る」 な どの解釈 が考 え られ、Zarnckeで は この再 帰用

法の意 味での説 明が加 え られてい る。 ここで はymmenとschWmmenで 押 韻 してい る。

Einyederderwilvormansyn

Vilnarren/dorenkumendryn

誰 もが我 先 に と

あ またの阿呆や ばか者が乗 り込んで くる

Einjederwilldererstesein;

VielNarrenandTorenkommendrein,

einyederの 意味的強調か、あるいは音韻 リズム調節 との関係で指示代名詞derが 主語
　　ラ

と同格 で現 れてお り、 これ は韻文 や民 謡 に古 来用 い られ た語法 と言 わ れてい る。 また

synは 現 代語 で はseinと な り二重母 音化す るが 、 このテ キス トでは まだ単母音 の状 態で

現 れてい る。23行 目のdorenで は11行 目のdorheitと 同 様語頭 のdが まだ無声 子音化 して

い ない形 で残 って お り、 またmhd.,frnhd.kumen>nhd.kommenの 母 音の差 異、23行 目

のsynと 同様 に単母音 のdryn(>nhd.drein)な どの現象 が見 られ、 これ らsynとdrynの 単

母音 の語 で脚韻 を踏んで いる。

Derbildnil3jchhabhargemacht

Weryemanderdiegschrifftveracht

そ ん な 姿 を こ こ に 書 い て み た

文 字 が 嫌 い な 者 は

25

皿

DerenBildnisichhierhabgemacht.

Warjemand,derdieSchriftveracht't,

25行 目文頭の指示代名詞、あるいは関係代名詞の三人称複数2格 形derに は、現代語

のderenと 異 なり語尾の一enが欠落 している。また完了助動詞habの 位置が韻律の影響で

文法的に不安定な状態 にあると思われる。26行 目のwerは 不定関係代名詞mhd.swer
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「～す る人 は」 に対 応す る ものだが、 ここではそ の後 にyemanと い う主語 を補 足 的 に添

え、 さらに続 けて指示代名 詞 を同格 に置い て主語 を強調 してい る もの と考 え られ る。 こ

こではverachtetの 変 化語 尾一etを省 略 してgemachtと で 脚韻 を踏 む。

Odervillichtdienitkiindlesen

Dersiechtjmmolenwolsynwesen

あ る いはそ の文 字 を読 めない者 は

絵 の中 に自分 の姿(存 在)を よ く見 るがい い

Odereiner,dersienichtkonntlesen,

DersiehtimBildewohlseinWesen

27行 目では話法 の助動詞mhd.kunnen(>nhd.konnen)の 接 続法 第2式kund(e)が 副

文 内の文 末 に配置 され て枠構1造 を作 る まで には至 らず、 本動詞lesenの 前 に置か れ音韻

が整 え られてい る。28行 目で は、26行 目で不定 関係代 名詞 として用 い られ たwerに 呼 応

す る指示代名 詞derに 続 いて定動詞 がsiechtと い う形 態 で現 れてお り、mhd.sichtか ら長

母 音化 して い る こ とが わか る。 また 現代 語 のmalen「 絵 を描 く」 と類 似 した 形態 の

molenに 対 しては、Zarnckeで はgemalde、Knapeで はMalereiと い う説 明が なされてい る。

ここではlesenとwesenと で脚 韻 を踏 んでい る。

Vndfyndetdarjnn/wererist

Wemerglichsy/wasjmgebrist/30

そ して、そ の中 に誰が あいつか を見 つけ るが いい

誰 にあいつが似 てい て、何 が足 りないか を

Undschautindiesem,wererist,

Wemgleichersei,wasihmgebrist.

fyndet、jnn、istのy、j、iは すべ て 同 じ音価 で用 い られた異 なる表記 であ る。 さて

wereristのistと 、wemerglichsyのsy(>nhd.sei)に つ いて はそ れぞれ直説法 と接 続法

とで異 なる表現 が と られてい るが、Zarnckeは このModusの 違 いに特 別 な差 異 を見出す
ユヨ　

べ きで はない と してい る。 またglichに は4行 目と同様 現代語 のgleichの よ うに、 二重母

音化 され る前の単 母音 の形が残 って いる。 こ こで はistとgebrist(<mhd.gebresten「 欠

けてい る」)と で脚韻 を踏 んでいる。

Dennarrenspiegelichdi偲nenn

Jndemeinyedernarrsichkenn

こ れ を私 は阿呆鏡 と呼 んでい る

その中で、誰 もが 自分 を阿呆 と気づ く

DenNarrenspiegelichdiesnenne,

IndemeinjederNarrsichkenne;
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29行 目のdarjnn(>nhd.darin)と 同様 に31行 目で も、一 つの語 とい う意識が弱 いため

narrenspiege1と2語 に分 けた表記法 が見 られ る。定 動詞nennの 位 置 につ いて は、32行

目のkennと 押 韻 させ るた め2番 目で はな く文末 に置 か れて お り、 その結 果erkennen

「認 識す る」 の意味 で用 い られてい るkennも 接 続法 第1式 の形で31行 目のnennと で 脚韻

を踏 んでい る。

Weryedersyworterbericht

Werrechtinnarrenspiegelsicht

皆 は 自分 が 誰 な の か を 知 ら さ れ る

阿 呆 鏡 を よ く見 る 者 は

Werjedersei,wirddemvertraut,

DerindenNarrenspiegelschaut.

33行 目はjn.(人 の4格)etw.(事 物 の2格)berichten「(人)に(事)を 報告 す る、

教 える」 とい う古 い用法 を、 「人」 を1格 の主語 と して受動文 に した もの と考 え られ る。

ここで はwurt(>nhd.wird)に よる動作 受動が 表現 されてい るが、現 代語 ではseinを 助

動詞 に した状態 受動 も用 い られ る。 なお、受 け身の助動詞 と して7行 目で はwUrtが 用 い

られ てお り、母 音 に揺 れが見 られ る。 また34行 目のsichtはmhd.sichtと 同様 に短母 音で

現 れてい るが、28行 目で はsiechtと い う長音化 した形 も見 られ、 同 じテ キス ト内で も不

安 定 な状 態 にあ る こ とが わ か る。 こ こで は過 去 分 詞 の 変化 語 尾 一etが欠 落 した形 の

berichtとsichtと で 脚韻 を踏んで いる。

Wersichrechtspiegelt/derlertwol

Dasernitwissichachtensol

わ が 身 をしっか り映す者 には よ くわかる

自分 を利 口 と思 うべ きで はない ことが

35 Wersichrechtspiegelt,derlerntwohl,

Da13ernichtWeisesichachtensoll,

33行 目 か ら35行 目の各行 頭 はすべ てwerで 始 め られてお り、 ここで は行頭 韻 の ような

効果 が感 じられ る。34行 目、35行 目の不定 関係代名 詞 を主 語 としてそ れに定動 詞1ertが

続 いお り、lertは こ の場合lernen「 学 ぶ」 の 意味 で用 い られて い るが、leren(>nhd.

lehren)「 教 える」 とlernen「 学 ぶ」 との混 同は15世 紀 初頭 か ら見 られた よ うで、leren

の 代 わ りにlernenが 用 い られ る よ りもlernenの 代 わ りに1erenが 使 用 れ る場合 の方 が多 く、
ユ　ラ

1erenが 優 勢で ある とZarnckeは 述 べ て いる。

36行 目のdasは 現 代 語 ではdassとsが 重 ね書 きされ るが、初期 新高 ドイッ語 で は この
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区別は まだな され ていない。 また、wisと い う語 で も現代語 のweise「 賢 明 な」 の ように

二 重母音 化 が まだ起 こっ てい ない。対 韻 とな る35行 目 と36行 目 の文末 の語 はそ れぞ れ

wolとsolで 同 じ音 で これ ら2語 が脚 韻 を踏 んで いるの だが、 これが 現代語 になる とwol

は長 母音 のwohlへ 、solは 短 母音 のsol1へ と変 化 し、 表記法 もそれぞ れ異 なった もの にな

る。

Nitvffsichhaltten/dasnitist/Nichtvonsichhalten,wasnichtist,

DannyemanistdemnutzgebristDennniemandlebt,demnichtsgebrist,

あ り も し な い(理 想 の)姿 を 自 分 と思 い 込 ん で は な ら な い

至 ら ぬ と こ ろ が な い 者 な ど い な い の だ か ら

37行 目の文 には主語が ないため、前 文の副 文が この行 まで続い てい ると も考 え られ る

が 、 この場合 は不 定詞 に よる一般 的 な命 令、 警告 の表現 と見 る こと もで きる。次 にvff

sichhalttenに つ いて、現代 語訳 で はvonsichhalten「 ～ と評価 す る」 と訳 されてお り、

この意味 にお け る前 置詞vff(>nhd.auf)とvonの 用 法 に差異 が見 られ る。 また、dasが

こ こで は不定 関係代 名詞wasと して機 能 して お り、 「現 実 では ない もの、存在 しない も

の」 とい った意 味で用 い られて いる と思 われるが、 この時代 には不 定関係代名 詞 と して

のwasとdasの 使 い分 けが まだ未分化 であ ったこ とがわか る。

38行 目のdanは 現 代 語 で は 「理 由」 を表 わす接 続詞dennに 対 応 して お り、 現代 語 の

dennと 「それ か ら、 その時」 を意 味す る副詞 のdannと は 意味 的、文 法的 に区別 され て

いるが、 初期新 高 ドイツ語 の時代 に はこの 区別が あい まいで あ る。 また ここで も、nit

(>nhd.nicht)とniitz(>nhd.nichts)の 使 い分 けは まだ維持 されて いる と言 える。 この

2行 ではistとgebristで 脚 韻 を踏 む。

Oderderworlichsprechentar

Dasersywis/vndniteinnarr40

ま た 本当 にあえて言 える者 も(い ないの だか ら)

自分 は利 口で阿呆で はない、 と

Nochderbehauptendarffiirwahr,

Da13erseiWeiseandkeinNarr.

oderに 続 くderは 前 行 のnyemanを 受 け る関係代 名詞 と考 え られ、前行 のdemと 並 ん で

nyemanを 関 係文 によ り説明 して いる もの と思 われ るため、39行 目は否定 的 な意 味合 い

の文 となって いる。 また文末 のtarに つ いて、Bobertagは こ れをdarfと 解 釈 して 「許可 」

を表わす現 代語 の話法 の助動 詞dUrfenを 充 てて い る。tarは 本 来mhd.turren「 あ えて～

す る」の人称 変化形 であ るためKnapeの 注 釈wagtが 妥 当 と思 われ るが、初 期新 高 ドイッ
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語 の 時期 にこの語 自体が消 滅 して しまったため、 その後dUrfenの 意 味 との問 に混 同が生

じた もの と思 われる。 「あ えて言 う」の 「言 う」 につ いて も、原 文で はsprechen「 話 す」、

Bobertagの 現 代 語訳で はbehaupten「 主 張す る」、Fischer訳 で はsagen「 言 う」 とそれぞ
ユらラ

れ訳 され てお り、turrenと 関 係す る本動詞 のニ ュア ンス に微 妙 な差 異が見 られ る。 なお

このtarは 副 文章 の文 末 に位 置 してい るた め、 こ こで は定動 詞後置 が行 われ て枠 構 造が

形成 されてい るこ とになる。

これ に対 して40行 目文頭 のdas(>nhd.dass)以 下 は前行 のsprechenの 内容 を指 す副

文で あるが、定動 詞sy(>nhd.sei)が 主 語 に続 いて置か れ文 末 には位置 して いないため、

ここでは枠構造 はあ ま り意識 されてい ない と言 える。 またniteinを 、 この箇 所 に対 応す

る現代語 訳や あるい は20行 目の ようにkeinと は せず に用 い ている こ とな どか ら、統 語上
　の

の規範 よ りも韻律へ の意識 の方が強 く働 いて いる もの と思 われ る。 こ こで はtarとnarrで

脚 韻 を踏 んで いる。

Dannwersichfureinnarrenacht

む
Deristbaldzueymwisengmacht

なぜ な ら、 自分 を阿呆 と思 う者 は

(そ の ような人は)直 ち に賢者 とされ るだろ う

DennwersichselbstalsNarreracht't,

DeristzumWeisenbaldgemacht,

文頭 のdannは 現 代語 の 「理由」 を表 わす接続 詞dennに 対 応す るが、38行 目で はdan、

41行 目 ではdannと 今 度 はnが 重 ね書 きされた形 で現 れて お り、 同 じテキス ト内 で も書

記法 にば らつ きがあ る。 またeinnarrenはfurの 格 支配 を受 けて4格 で あるが、不 定冠詞

の語尾 に一enが脱落 し格 表示が不 明確 になってい る。

42行 目のeymは 現 代 語 ではeinemと な るが、 ここでは短縮形 に して母音 の数 を削 減 し

て い る。 またist～gmacht(>nhd.gemacht)で は 受動 の表現 が見 られ るが、 ここで は

seinを 助 動詞 とす る状 態受動、 文末 にwordenを 省 略 して動作 受動の完 了形、 あるいは分

詞形容詞 と してのgmachtな どの解釈 の可能性が考 えられ る。 この文 に対 してFischerは 、
ユ　　

.wirdbalddenWeisenzugesellt"と い うwerdenに よ る動作 受動で現代語 訳 している。 こ

こで はachtとgmachtで 脚 韻 を踏 んでい る。

Aberweryewilwitzigsyn

Deristfatuusdergfattermyn

そ れ で も賢者 でいたが る者 は

大 したばか者、 わが相棒

WeraberstetswillWeisesein,

Istfatuus,derGevattermein,
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43行 目のyeに はmhd.ieと 同 様 にimmer「 常 に、 いつ も」 の意味が 引 き継 がれ てい る

が 、 この語形 に対応 す る現代 語のjeで は この意 味 は もう表現 で きない。 また賢者 に対 し

てはwis(>nhd.weise)と い う形容 詞が これ まで用 い られ てい たが、 こ こで はwitzigが

wisと 同 義で用 い られて いる。 しか し現 代語 ではwitzigが こ の 「賢 い、利 口な」 とい う意

味 で用 い られ る ことは まれ にな ってい る。44行 目の ラテ ン語fatuusに 対 して はKnapeに

はeinfaltig「 単 純 な」、Dumme「 愚 か者」 とい う説 明が あ り、 またBobertagで もThor

「ば か者」 とい った注釈 が付 されて お り、 こ こで ラテ ン語 を使 うこ とによ り後のgfatter

(>nhd.Gevatter)と のWortspie1「 言 葉 遊 び」 を行 うため、 とい う解釈 が なされて いる。

文 末のsyn(>nhd.sein)、myn(>nhd.mein)が こ の時代 まだそ れぞれ単母 音 の ままで

脚韻 を踏 んでお り、 そ して この押韻 のため に43行 目で は、 本来副文 内で文末 に来て枠 を

作 るべ き話 法の助 動詞wi1(>nhd.wi11)が 、 ここでは文末 の位置 か ら外 れて配置 され て

いる。

なお、今 日で はほ とん ど用 い られ な くなったGevatterと い う語 は、 「名付 け親 、親類、

隣人」 とい った親 しい仲 間を指す言 葉で あ る。Brantは 、 自 らをも含 め た身の 回 りにい

る仲 間た ちの愚 か さをこの語 によって暗示 してい るのか もしれ ない。

注:

1)Dal,Ingerid:KurzedeutscheSyntaxaufhistorischerGrundlage.3Aufl.Tubingen1966.5.26.

2)wunderhabに 対 し てZarnckeは 。personlichconstruiert"「 個 人 的 に作 られ た 」 表 現 と い う

説 明 を 加 え て い る が 、 ま た こ れ は す で に12世 紀 にLamprechtsAlexanderに お い て 見 ら れ た

もの で あ る と も述 べ て い る 。Zarncke,Friedrich:SebastianBrantsNarrenschiff.Leipzig

1854.(Hildesheim1961)5.296.

3)Paul,Hermann:DeutschesWortetbuch.10.Aufl.Tubingen2002.S.31.

4)工 藤 康 弘 ・藤 代 幸 一 著 『初 期 新 高 ドイ ツ 語 』 大 学 書 林1992年 、34-35頁 。

5)mhd.umbegan>nhd.umgehen

6)dannは 英 語 のthanに 対 応 。

7)工 藤 康 弘 ・藤 代 幸 一 前 掲 書 、43-44頁 。

8)Zarncke,Friedrich:a.a.0.,5.297.

9)GeorgWickramに こ の 語 を用 い たDasRollwagenbUchlin(1555)と い う タ イ トル の シ ュ

ヴ ァ ン ク集 が あ る 。

10)Zarncke,Friedrich:a.a.0.,S.297.

11)　 verstayktestragen"Grimm,J./Grimm,W.:DeutschesWorterbuch.33Bde.Leipzig1854‐

1971.(dtv5945)Bd.5.S.44--.

12)工 藤 康 弘 ・藤 代 幸 一・前 掲 書 、123頁 。

13)Zarncke,Friedrich:a.a.0.,5.297f.

14)Ebd.,5.298.

15)SebastianBrant:DasNarrenschiff.Hg.vonHeinz-JoachimFischer.Wiesbaden2007.S.30.

16)Fischerはkeinで は な くnichteinを 用 い て 現 代 語 訳 し て い る 。Ebd.,S.30.

17)Ebd.,S.30.

一45一



大手前大学論集 第12号(2011)

上 記 以 外 の 参 考 文 献:

Saufeld,Christa:KleinesfruhneuhochdeutschesWorterbuch.Tubingen1996.

Ebert/Reichmann/Solms/Wegera:FruhneuhochdeutscheGrammatik.Tubingen1993.

Gartner,Kurt/Steinhoff,Hans-Hugo:MinimalgrammatikzurArbeitmitmittelhochdeutschen

Texten.2.Aufl.Goppingen1977.

Gotze,Alfred:FriihneuhochdeutschesGlossar.7.Aufl.Berlin1967.

Lexer,Matthias:MittelhochdeutschesTaschenworterbuch.38.Aufl.Stuttgart1992.

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Hg.vonManfredLemmer.3.,erw.Aufl.Tubingen1986.

(NeudruckedeutscherLiteraturwerke,N.F.,Bd.5)S.3f.

伊 東 泰 治 ・馬 場 勝 弥 ・小 栗 友 一・・松 浦 順 子 ・有 川 貫 太 郎 編 『新 訂 ・中 高 ドイ ツ語 小 辞 典 』 同 学

社2001年

下 宮 忠 雄 ・金 子 貞 夫 ・家 村 睦 夫 編 『ス タ ン ダ ー ド英 語 語 源 辞 典 』 大 修 館 書 店

S.プ ラ ン ト著 尾 崎 盛 景 訳 「阿 呆 船(上)』 現 代 思 潮 社1968年

山 口 四 郎 著 「ドイ ッ韻 律 論 』 三 修 社1973年

一46一




